
絶
海
中
津
の
関
東
再
達
に
つ
い
て

朝
　
　
倉

は

　

じ

　

め

　

に

絶
海
中
津
〔
二
二
三
六
～
二
四
〇
五
〕
は
、
法
兄
の
義
堂
周
信
〔
一
三
二
五

～
八
八
〕
と
と
も
に
そ
の
漢
詩
文
を
「
五
山
文
学
の
双
璧
」
と
称
せ
ら
れ
て
い

る
。
二
人
は
と
も
に
、
夢
窓
疎
石
〔
二
一
七
五
～
二
二
五
二
　
の
弟
子
で
、

「
五
山
文
学
」
　
の
最
初
の
開
花
期
で
あ
る
、
南
北
朝
時
代
か
ら
室
町
時
代
前
期

に
わ
た
っ
て
活
躍
し
た
禅
僧
で
あ
る
。

絶
海
の
伝
記
史
料
と
し
て
最
も
基
本
的
な
も
の
は
、
弟
子
の
叔
京
妙
祁
が
撰

述
し
た
と
さ
れ
る
「
仏
智
広
照
浄
印
瑚
聖
国
師
年
譜
」
　
（
以
下
、
r
仏
智
年
譜
J

（

1

一

と
略
す
）
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
古
く
は
卍
元
師
巽
の
『
延
宝
伝
灯
録
」
か
ら
、

最
近
で
は
玉
村
竹
二
氏
の
r
五
山
禅
僧
伝
記
集
成
－
（
講
談
社
、
昭
五
八
）
　
に

至
る
ま
で
、
「
絶
海
中
津
」
　
の
項
の
記
述
は
こ
の
年
譜
に
全
面
的
に
拠
っ
て
い

る
。
が
、
こ
の
年
譜
に
記
載
さ
れ
て
い
る
履
歴
を
た
ど
る
だ
け
で
は
、
絶
海
の

生
涯
を
網
羅
し
た
と
は
言
え
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
別
系
統
の
絶
海
の
年
譜
で
あ

る
「
勝
定
国
師
年
譜
」
　
（
以
下
、
r
勝
定
年
諸
」
と
略
す
）
　
や
、
絶
海
の
詩
文
集

で
あ
る
r
笹
…
堅
藁
」
、
義
堂
の
H
記
で
あ
る
「
空
拳
日
用
工
夫
略
集
」
　
（
以
下
、

r
日
工
集
－
と
略
す
）
等
に
よ
っ
て
、
絶
海
の
新
た
な
事
跡
を
確
認
し
得
る
か

ら
で
あ
る
。
本
稿
に
お
い
て
取
り
上
げ
た
、
絶
海
の
関
東
再
遊
も
そ
の
l
つ
で
　
4
5

あ
る
。

一
関
東
再
遊
の
事
実

「
仏
智
年
譜
』
貞
垣
二
年
〔
一
二
二
ハ
四
〕
条
に
「
是
の
歳
、
一
策
、
耐
然
と

し
て
関
東
の
行
有
り
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
絶
海
が
入
明
前
に
京
都
か
ら
関
東

へ
赴
い
た
こ
と
を
指
摘
す
る
研
究
者
は
多
い
が
、
帰
朝
後
に
再
び
関
東
へ
赴
い

（
2
こ

て
い
た
こ
と
を
指
摘
す
る
人
は
誰
も
い
な
い
。
し
か
し
、
r
薫
堅
藁
」
を
つ
ぶ

さ
に
見
る
と
、
［
什
隠
上
人
の
詩
軸
に
放
す
］
　
二
四
五
）
　
に
つ
ぎ
の
よ
う
な
記

述
が
あ
る
。

（
上
略
）
上
人
蚤
入
毒
舌
天
法
兄
室
一
。
而
蒙
二
慈
氏
天
祐
二
老
之
賞
識
一
。



可
レ
謂
一
五
之
有
レ
遇
者
一
夫
。
予
嘗
白
レ
甲
往
レ
相
。
見
二
上
人
於
南
陽
寓

所
一
。
窺
宜
デ
其
疑
然
風
骨
。
卓
二
絶
干
諸
子
之
輩
一
。
且
慶
l
膏
兄
之
有
；

児
。
而
不
レ
能
レ
忘
レ
懐
奏
。
今
観
二
諸
彦
之
詠
一
。
猶
二
吾
桑
日
之
懐
レ
感

而
不
∵
レ
巳
。
於
レ
是
乎
書
以
塞
二
其
請
一
。

【
注
】
「
竹
隠
上
人
」
に
つ
い
て
は
、
落
木
氏
や
梶
谷
氏
が
指
摘
さ
れ
る

竹
隠
白
肢
で
は
な
く
、
竹
隠
中
筒
の
こ
と
で
は
な
い
か
。
本
文
中
に
は

つ
と

「
上
人
、
蚤
に
吾
が
古
天
法
兄
の
室
に
入
り
て
」
と
あ
り
、
玉
村
氏

「
五
山
禅
林
宗
派
図
』
　
（
思
文
閣
出
版
、
昭
六
〇
）
　
に
よ
る
と
、
竹
隠
日

航
が
大
体
正
会
丁
瞼
崖
巧
安
－
谷
山
可
允
－
竹
隠
自
厳
と
い
う
法
統
を

承
け
て
い
る
の
に
対
し
、
竹
隠
中
筒
は
夢
窓
疎
石
－
古
天
周
誓
－
竹
隠

中
綿
と
い
う
法
統
を
承
け
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
「
古
天
法
兄
」

と
は
古
天
周
筈
、
「
慈
氏
」
と
は
義
堂
周
信
、
「
天
佑
」
と
は
天
佑
蔵
海

の
こ
と
で
あ
る
。
な
お
、
禅
僧
の
法
系
・
道
号
・
法
詮
に
関
し
て
は
、

以
下
も
玉
村
氏
・
前
掲
書
を
参
考
に
す
る
。

絶
海
が
、
快
川
和
尚
の
「
心
頭
を
滅
却
す
れ
ば
火
も
ま
た
涼
し
」
と
い
う
こ

と
ば
で
有
名
な
甲
斐
の
乾
徳
山
恵
林
寺
に
入
寺
し
た
の
は
、
康
暦
二
年
〔
二
二

（
J
J

八
〇
〕
十
月
の
こ
と
で
（
『
仏
智
年
譜
』
）
、
そ
の
後
、
彼
が
甲
斐
か
ら
関
東
へ

再
び
赴
き
、
「
南
陽
の
寓
所
」
　
で
竹
隠
上
人
と
相
見
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
r
大

日
本
地
名
辞
書
」
や
『
日
本
地
名
大
辞
典
1
4
　
神
奈
川
県
し
　
（
角
川
書
店
、
昭

五
九
）
や
r
神
奈
川
県
玖
地
名
〓
日
本
歴
史
地
名
大
系
1
4
、
平
凡
社
、
昭
五

九
）
　
を
見
て
も
、
相
模
国
（
神
奈
川
県
）
　
に
「
南
陽
」
と
い
う
地
名
は
存
在
し

な
い
の
で
、
「
南
陽
の
寓
所
」
と
は
南
陽
山
報
恩
寺
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
し

て
、
「
日
工
集
し
　
に
よ
る
と
、
義
堂
が
報
恩
寺
を
建
立
し
た
の
は
応
安
四
年

－1－

〔
一
三
七
二
十
月
十
五
日
の
こ
と
な
の
で
、
請
書
に
お
い
て
絶
海
が
関
東
に

赴
い
た
と
さ
れ
る
貞
治
三
年
～
貞
治
五
年
の
間
に
、
報
恩
寺
で
絶
海
と
竹
隠
上

人
が
対
面
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
報
恩
寺
の
前

．

－

、

、

身
に
あ
た
る
寺
は
、
す
で
に
建
立
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

丁
旦

ま
た
、
『
臥
雲
日
件
録
抜
尤
』
長
禄
元
年
二
四
五
七
〕
　
二
月
三
日
条
に
は
、

三
日
、
斎
罷
、
洪
恩
院
主
来
、
茶
話
之
次
、
問
下
恰
雲
先
師
自
一
一
大
明
一
帰

朝
之
事
上
、
答
日
、
単
一
帰
朝
高
在
二
筑
紫
一
、
普
明
国
師
聞
レ
之
、
遣
レ

使
頻
促
二
帰
洛
一
、
蓋
意
在
一
旗
嗣
一
也
、
時
絶
海
同
帰
朝
、
欲
三
直
赴
一
由
一

東
一
、
時
慈
氏
和
尚
在
二
鎌
倉
一
、
然
国
師
命
重
、
逐
入
京
云
々
、
〒
略
一
亜

【
注
】
　
「
洪
恩
院
主
」
と
は
竺
峰
周
曇
、
「
悟
雲
先
師
」
と
は
汝
霜
妙
佐
、

「
普
明
国
師
」
と
は
春
屋
妙
花
の
こ
と
で
あ
る
。

と
あ
る
。
こ
の
竺
峰
周
曇
の
懐
古
談
に
見
る
と
、
永
和
三
年
二
三
七
七
〕
、

汝
霧
妙
佐
と
と
も
に
中
国
か
ら
帰
朝
し
た
絶
海
は
、
た
だ
ち
に
関
東
に
赴
か
ん

と
欲
し
て
い
る
。
と
、
い
う
の
も
、
当
時
、
養
生
が
語
合
の
鶉
恩
寺
に
在
っ
た

．

か
ら
で
あ
り
　
（
r
日
工
集
亡
、
彼
に
依
頼
さ
れ
て
い
た
夢
窓
の
碑
銘
の
件
に
つ

い
て
報
告
し
て
お
き
た
か
っ
た
の
だ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
往
、
永
和
四

年
二
三
七
八
〕
　
に
京
都
で
し
た
た
め
た
書
簡
に
も
、

（
上
略
）
小
弟
夏
秋
之
問
。
将
レ
有
二
乗
行
二
。
柾
レ
道
聖
ヂ
上
剃
l
一
請
レ

教
。
且
金
沙
池
畔
。
可
レ
季
一
旬
日
之
盤
旋
一
也
。
結
時
春
探
。
箕
若
レ
時



珍
愛
。
不
レ
醇
二
祝
望
之
圭
一
。
【
与
二
金
剛
物
先
和
尚
一
書
二
一
四
」
ハ
）

【
注
二
物
先
和
尚
」
と
は
物
先
周
格
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
「
金
沙
池
」

と
は
金
剛
寺
十
境
の
一
つ
で
あ
り
、
r
空
軍
集
」
巻
第
七
に
、

伝
聞
西
雲
老
人
。
過
二
江
金
剛
新
寺
一
。
標
二
其
境
南
為
レ
十
。

．
■

日
報
撃
世
界
。
日
毘
慮
宝
闇
。
日
円
通
境
。
日
養
正
斎
。
目
先
照

堂
。
日
金
沙
池
。
自
得
月
軒
。
日
甘
醒
芋
。
日
九
里
栓
。
日
豊
聖

飼
。
蓋
湖
上
之
勝
集
也
。
（
下
略
）

（
「
五
山
文
学
全
集
」
第
二
巻
。
返
り
点
は
同
書
や
落
木
氏

「
義
堂
周
信
」
甘
本
漢
詩
人
選
集
3
、
研
文
出
版
、
平
〓
）

等
を
参
考
に
し
て
、
私
に
施
し
た
）

と
い
う
文
章
が
あ
る
。

と
あ
り
、
永
箪
一
年
二
三
八
二
〕
に
甲
斐
で
し
た
た
め
た
書
簡
に
も
、

正
承
従
者
暫
華
一
伊
豆
一
。
坐
二
夏
三
川
一
。
錐
レ
未
レ
得
二
面
曙
一
。
以
一
一

精
近
一
為
レ
喜
。
老
頼
日
劇
。
世
味
淡
然
。
独
於
二
故
旧
一
。
不
レ
能
レ
遣
レ

情
。
東
望
恨
様
而
巳
。
幸
因
二
便
風
一
。
以
寄
二
音
塵
一
・
。
惟
時
春
探
。
伏

巽
珍
歯
。
　
　
　
　
　
［
答
二
久
竜
和
尚
一
書
（
二
）
二
二
五
一
）

【
注
】
「
久
毒
和
尚
」
と
は
久
竜
憎
可
の
こ
と
で
あ
る
。

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
絶
海
が
依
然
と
し
て
再
び
関
東
に
遊
学
す
る
意
志
を
持
ち

続
け
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（
畠
一

横
川
景
二
二
一
四
二
九
～
九
三
〕
の
『
小
補
東
遊
集
』
に
は
、

余
在
二
京
師
一
日
、
語
二
桃
源
も
、
乃
祝
勝
定
老
師
、
曾
準
一
大
唐
一
、
道

徳
文
章
、
衣
‥
被
南
国
一
、
】
朝
来
帰
、
東
人
化
レ
雪
、
暇
日
招
「
諸
老
鳴
二

子
斯
文
一
者
と
、
比
レ
辞
対
レ
旬
、
我
曇
仲
老
漢
其
一
也
、
今
也
青
衿
、

往
々
伝
二
写
其
句
一
、
以
為
二
一
集
一
・
実
希
世
重
宝
也
、
老
登
乃
祖
老

門
生
也
、
通
家
有
レ
好
、
公
何
不
レ
続
レ
之
子
、
〒
略
）

【
注
】
「
桃
源
」
と
は
桃
源
瑞
仙
、
「
勝
定
老
師
」
と
は
絶
海
中
津
、
「
曇

仲
老
漢
」
と
は
曇
仲
通
芳
の
こ
と
で
あ
る
。

と
あ
り
、
絶
海
の
遺
徳
お
よ
び
文
章
が
中
国
の
人
々
に
も
感
化
を
与
え
、
帰
国

後
も
「
東
人
」
が
教
化
さ
れ
た
と
い
う
。
も
し
も
「
東
人
」
が
関
東
の
人
を
意

・
り
H

味
す
る
な
ら
ば
、
絶
海
が
帰
朝
後
に
関
東
に
赴
い
て
い
た
こ
と
を
示
す
根
拠
の

一
つ
と
な
る
だ
ろ
う
。

二
　
関
東
再
遊
の
時
期

そ
れ
で
は
、
絶
海
が
関
東
に
再
遊
し
た
時
期
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
恵

林
寺
の
住
持
と
し
て
の
任
務
を
終
え
て
か
ら
の
行
動
を
整
理
し
て
み
る
と
、
ま

（
川
“

ず
冒
工
集
J
永
徳
二
年
〔
二
二
八
二
〕
十
一
月
三
日
条
に
、

十
一
月
三
日
、
昌
勤
至
、
出
二
絶
海
書
一
、
乃
審
下
退
一
一
苦
杯
「
今
帰
二
普

同
庵
l
一
、
為
い
田
地
訟
L
、

【
注
】
「
昌
勤
」
と
は
心
伝
昌
勤
（
慧
勤
）
　
の
こ
と
で
あ
る
。

と
あ
り
、
永
徳
二
年
十
一
月
三
日
の
時
点
で
、
恵
林
寺
の
住
持
を
退
き
、
同
寺

の
塔
頭
で
あ
る
普
同
庵
に
帰
任
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
r
蕉
堅
藁
』

所
収
の
［
西
胤
上
人
の
雨
中
唱
和
の
詩
の
序
］
　
二
四
三
）
に
は
、
つ
ぎ
の
よ

47



う
な
文
章
が
あ
る
。

甲
之
為
レ
州
。
環
以
二
群
山
一
。
帯
以
二
衆
川
一
。
而
蔽
二
乎
大
岳
之
陰
一
。

故
山
川
之
気
。
交
会
鬱
結
。
盛
暑
則
雲
雨
騰
作
。
候
状
不
レ
恒
。
而
我
勝

者
練
若
。
雉
レ
当
l
一
劇
珍
一
。
無
三
林
木
以
為
二
蔽
障
一
。
則
迫
然
孤
柑
也
。

関
西
西
胤
上
人
。
一
日
対
二
孤
村
雨
一
。
望
二
群
山
要
一
。
詩
以
寓
レ
思
。

従
而
和
音
若
干
。
敬
二
叙
於
余
一
。
（
中
略
）
今
年
糞
亥
夏
。
五
月
不
レ
雨
。

逮
二
千
六
月
契
酉
一
乃
雨
。
及
レ
信
而
止
。
己
卯
又
大
雨
。
弥
レ
旬
不
レ
止
。

余
則
始
而
喜
。
終
而
憂
。
而
思
亦
随
レ
之
何
也
。
（
下
略
）

【
注
】
「
西
胤
上
人
」
と
は
西
胤
俊
承
の
こ
と
で
あ
り
、
彼
の
詩
は
r
真

愚
稿
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

雨
中
偶
作

独
坐
孤
村
雨
。
高
山
四
面
雲
。
擁
レ
窓
昏
二
貝
葉
一
。
侵
レ
刑
長
二

苔
紋
一
。
唯
合
二
静
中
質
一
。
何
曜
二
愁
裡
門
l
・
。
願
貰
二
天
上
日
一
。

万
国
革
破
気
一
。

（
「
五
山
文
学
全
集
し
第
三
巻
。
返
り
点
は
私
に
施
し
た
）

ま
た
、
「
突
亥
」
は
永
徳
三
年
〔
二
二
八
三
〕
　
に
あ
た
る
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
絶
海
は
、
永
徳
三
年
二
三
八
三
〕
　
の
五
月
か
ら
六
月
に

か
け
て
、
甲
斐
の
太
平
山
勝
善
寺
に
滞
在
し
て
い
る
。
そ
し
て
『
日
工
集
」
永

徳
三
年
九
月
五
日
条
に
、

五
日
、
絶
海
帰
レ
自
二
甲
州
一
、
蓋
悪
林
住
院
紀
満
也
、
入
洛
館
二
千
大
慈

院
一
、
余
往
略
叙
二
久
閥
之
憲
一
、

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
永
徳
三
年
九
月
五
日
に
、
恵
林
寺
住
院
の
期
間
を
終
え
て
、

甲
斐
よ
り
帰
京
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
際
、
義
堂
は
、
た
だ
ち
に
三
会
院

（
臨
川
寺
の
開
山
塔
）
　
の
別
院
で
あ
る
大
慈
院
に
泊
ま
っ
て
い
る
絶
海
の
許
を

訪
れ
、
旧
交
を
温
め
て
い
る
。

こ
う
し
て
見
る
と
、
考
え
ら
れ
る
絶
海
の
二
度
目
の
関
東
訪
問
は
、
永
徳
二

年
の
十
二
月
頃
か
ら
翌
三
年
の
四
月
頃
に
か
け
て
か
、
も
し
く
は
永
徳
三
年
の

七
月
頃
か
ら
八
月
頃
に
か
け
て
か
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
前
者

の
場
合
は
甲
斐
恵
林
寺
（
十
一
月
三
日
）
－
関
東
－
甲
斐
勝
善
寺
（
五
月
～
六

月
）
－
京
都
（
九
月
五
旦
と
い
う
コ
ー
ス
を
、
後
者
の
場
合
は
甲
斐
勝
善
寺

（
五
月
～
六
月
〉
1
関
東
－
京
都
（
九
月
五
日
）
と
い
う
コ
ー
ス
を
、
絶
海
は

た
ど
っ
た
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
『
日
工
集
∵
水
琴
二
年
九
月
五
日
条
に
「
絶

海
、
甲
州
よ
り
帰
る
」
と
記
さ
れ
て
い
た
こ
と
や
、
甲
斐
1
関
東
－
京
都
間
の

道
の
り
、
関
東
に
お
け
る
滞
在
期
間
な
ど
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
わ
た
く
L
は

前
者
の
可
能
性
が
よ
り
高
い
よ
う
に
思
う
。
先
に
挙
げ
た
【
久
竃
和
尚
に
答
ふ

る
書
（
二
）
］
　
二
五
二
に
「
老
蝶
、
E
に
射
し
。
世
味
、
決
然
と
し
て
、
独

り
故
旧
に
於
い
て
、
情
を
遣
る
こ
と
能
は
ず
。
東
に
望
み
て
恨
々
た
る
の
み
」

と
記
さ
れ
て
い
た
が
、
絶
海
は
、
関
東
の
旧
知
の
人
々
に
会
う
た
め
に
、
恵
林

寺
の
住
持
を
退
い
て
か
ら
京
都
に
帰
る
ま
で
の
合
間
を
ね
ら
っ
て
、
甲
斐
か
ら

あ
ま
り
推
れ
て
い
な
い
関
東
の
地
を
再
び
踏
ん
だ
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

も
う
一
度
、
絶
海
と
関
東
に
つ
い
て
、
簡
単
に
ま
と
め
て
お
く
。

〇
一
度
目
（
入
明
前
）
－
貞
治
三
年
二
三
六
四
〕
　
～
貞
治
五
年
〔
一
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三
六
六
〕
　
　
（
二
十
九
歳
⊥
二
十
一
歳
）

〇
二
度
目
（
帰
朝
後
）
－
永
監
二
年
二
三
八
二
〕
十
二
月
頃
～
永
徳

三
年
二
三
八
三
〕
四
月
頃
　
（
四
十
七
歳
～
四
十
八
歳
）

三
　
古
河
雑
言
五
首

さ
て
、
絶
海
の
生
涯
に
「
関
東
再
遊
期
」
を
新
た
に
認
め
る
こ
と
で
、
彼
の

詩
文
集
で
あ
る
r
蕉
堅
藁
」
の
詩
文
の
配
列
の
解
釈
に
ど
の
よ
う
な
影
響
が
窟

さ
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
た
と
え
ば
r
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
」
第
三
巻
（
岩
波

書
店
、
昭
五
九
）
　
の
「
笹
一
堅
藁
」
の
項
（
名
波
弘
彰
氏
執
筆
）
に
、
以
下
の
よ

う
な
記
述
が
あ
る
。

【
内
容
】
全
体
は
詩
・
疏
・
文
か
ら
成
り
、
詩
は
五
言
律
詩
二
十
六
首
・

七
言
律
詩
六
十
七
首
・
五
言
絶
句
十
五
首
・
四
言
四
旬
四
首
（
一
首
と
す

る
説
も
あ
る
）
・
四
言
十
六
旬
一
首
・
七
言
絶
句
五
十
一
首
で
、
計
〓
ハ

四
首
。
若
干
の
未
収
載
詩
を
含
め
て
も
、
義
堂
周
信
の
完
工
華
集
－
の
詩

数
二
九
〇
〇
首
余
）
　
の
十
分
の
一
に
満
た
な
い
。
疏
は
十
三
編
。
文
は

序
四
編
・
書
八
箱
・
説
二
編
・
銘
六
編
・
祭
文
三
宿
で
、
計
二
十
三
宿
。

他
に
明
の
太
祖
、
明
佃
活
遺
憾
澗
ら
数
人
の
次
韻
詩
が
載
る
。
詩
の
大
部

分
は
制
作
時
期
が
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
絶
海
の
応
安
元
年
二
三
六
八
）

入
明
以
後
の
作
か
ら
成
る
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
七
言
律
詩
の
「
古

河
雑
言
五
首
」
は
貞
治
四
年
（
二
二
六
五
）
春
、
常
陸
古
河
で
の
制
作
と

考
え
ら
れ
る
（
異
説
も
あ
る
）
か
ら
、
入
明
以
前
の
作
も
含
ま
れ
て
い
る

よ
う
で
あ
る
。
本
集
の
詩
は
義
堂
詩
の
偶
項
中
心
主
義
に
対
し
、
侶
項
を

r
語
録
」
に
移
し
て
、
侶
項
と
は
異
な
る
詩
の
世
界
を
う
ち
立
て
よ
う
と

し
た
も
の
で
あ
り
、
岐
然
・
杜
牧
・
貰
休
・
林
和
靖
と
い
っ
た
晩
唐
詩
風

に
強
く
影
響
さ
れ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
四
〇
頁
）

【
注
】
本
文
中
の
異
説
に
関
し
て
は
、
い
ま
だ
に
管
見
に
入
っ
て
い
な
い
。

義
堂
の
「
空
軍
集
」
巻
第
八
の
［
次
レ
韻
賀
三
霊
姪
住
二
捜
州
安
国
一
］
と
い

ぅ
詩
に
「
古
河
東
畔
天
平
寺
」
、
【
乙
巳
春
。
予
帰
居
二
天
平
l
一
。
歳
款
。
又
上

人
回
レ
里
】
と
い
う
詩
に
「
帰
来
臥
レ
病
古
河
浜
」
と
い
う
句
が
あ
る
こ
と
を

援
用
し
て
、
従
来
の
研
究
者
は
、
絶
海
は
貞
治
四
年
（
乙
巳
）
　
の
春
、
天
平
山

安
国
寺
（
現
在
は
廃
寺
。
今
枝
愛
真
氏
「
中
世
禅
宗
史
の
研
究
し
　
（
東
京
大
学

出
版
会
、
昭
四
五
）
、
二
七
頁
参
照
）
　
に
病
気
で
臥
し
て
い
た
義
堂
を
見
舞

う
た
め
に
古
河
（
今
の
茨
城
県
古
河
市
。
利
根
川
流
域
に
あ
る
）
を
訪
れ
、
そ

の
際
に
詩
（
「
古
河
雑
言
五
首
」
）
を
詠
ん
だ
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の

（
〓
）

年
の
絶
海
の
行
動
に
つ
い
て
は
確
証
が
な
い
。
r
仏
智
年
譜
」
貞
治
四
年
条
に

は
、

四
年
乙
巳
。
師
年
三
十
歳
。
当
二
此
時
壷
公
力
革
二
苦
風
一
。
凡
叢
林
敬

弔
非
レ
徳
不
レ
挙
。
率
試
以
二
提
唱
偽
領
一
。
特
技
典
二
蔵
鎗
一
。
次
以
二
却

来
一
週
二
侍
香
一
。

【
注
】
「
折
公
」
と
は
大
書
法
折
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
「
却
来
」
と
い

う
語
は
、
r
禅
林
象
器
箋
j
　
（
無
著
道
忠
著
）
　
の
第
七
類
・
職
位
門
に

「
忠
日
く
。
却
采
は
洞
家
の
挙
唱
な
り
。
正
位
に
向
か
ふ
を
向
圭
と
為
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す
。
正
位
よ
り
偏
位
に
来
た
る
を
却
采
と
為
す
」
と
い
う
記
述
が
あ
る

よ
う
に
、
職
位
が
下
が
っ
て
勤
め
る
こ
と
を
い
う
。

と
あ
り
、
建
長
寺
の
大
書
法
折
の
会
下
に
あ
っ
て
、
蔵
主
や
焼
香
侍
者
を
司
っ

て
い
た
こ
と
だ
け
が
わ
ず
か
に
明
ら
か
で
あ
る
。

9

と
こ
ろ
で
、
絶
海
は
、
帰
朝
し
た
直
後
に
九
州
で
詠
ん
だ
［
人
の
柏
陽
に
之

く
を
送
缶
（
五
二
と
い
う
詩
の
な
か
で
、
「
到
る
日
、
諸
昆
、
も
し
我
を

間
は
ば
、
倦
憤
、
昔
の
清
狂
に
似
ず
、
と
」
と
詠
じ
て
い
る
。
入
明
す
る
前
に

（
京
都
や
）
　
関
東
で
修
行
に
明
け
暮
れ
た
青
春
の
日
々
を
思
い
起
こ
し
て
、
か

〓

っ
て
の
自
身
を
「
活
狂
」
と
評
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
活
狂
」
と
い
う
語
は
、

（‖〉

『
漢
書
』
武
五
千
伝
第
三
十
三
に
、

活
狂
不
レ
古
心
（
蘇
林
日
。
凡
狂
者
陰
陽
脈
尽
濁
。
今
此
人
不
レ
狂
似
二
狂

者
㌔
放
言
一
清
華
也
。
戎
日
。
色
理
活
徐
而
心
不
レ
慧
日
一
滴
狂
一
。
活

狂
如
二
今
白
磁
一
也
。
）

と
い
う
記
述
が
あ
る
よ
う
に
、
精
神
的
に
は
狂
っ
て
い
な
い
の
だ
が
、
そ
の
言

行
が
狂
者
に
似
て
い
る
も
の
を
指
し
て
言
う
よ
う
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
一
途

な
禅
道
修
行
が
周
囲
と
の
妥
協
を
許
さ
な
い
行
動
に
彼
を
走
ら
せ
て
い
た
の
で

あ
ろ
う
か
、
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
精
神
状
態
に
あ
る
時
、
果
た
し
て
絶

海
は
「
古
河
雑
言
五
首
」
を
詠
む
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

結
論
か
ら
先
に
述
べ
る
と
、
わ
た
く
L
は
、
永
徳
三
年
の
春
、
関
東
に
再
遊

し
た
時
に
　
［
古
河
の
裸
言
　
五
首
】
　
（
六
〇
）
を
詠
ん
だ
の
で
は
な
い
か
、
と

考
え
て
い
る
。
以
下
に
問
題
の
六
十
番
詩
を
掲
げ
て
、
そ
の
理
由
を
列
挙
し
て

み
た
い
。

六
〇
　
古
河
裸
言
　
五
首

①
初
来
借
二
宿
古
河
媚
一
。
閲
見
令
二
人
事
々
華
。
官
渡
呼
レ
船
招
レ
手
急
。

村
春
股
レ
棉
得
レ
眠
遅
。
江
桂
レ
可
レ
愛
少
二
奇
石
一
。
花
縦
堪
レ
看
多
二
醜

枝
一
。
宝
樹
宝
池
天
上
寺
。
春
風
春
雨
過
二
帰
期
一
。

②
杜
陵
不
レ
唾
二
音
域
地
一
。
風
土
如
レ
斯
豊
複
疑
。
荘
荻
洲
喧
抽
レ
筍
早
。

参
苓
地
痩
長
レ
百
遅
。
病
駒
但
仰
新
恩
株
。
倦
鶴
応
レ
懐
旧
宿
枝
。
且
待
二

蓬
莱
清
浅
日
一
。
踏
レ
鯨
直
欲
レ
訪
二
安
期
㍉

③
柴
門
華
奄
水
之
媚
一
。
慣
レ
看
沙
湛
棉
不
レ
疑
。
香
気
陰
窓
辰
霧
潤
。
棋

声
探
院
夕
陽
遅
。
翠
楊
姻
暗
蔵
二
鵠
葉
一
。
紅
香
花
低
掛
二
鳥
枝
l
・
。
買
レ

地
剰
栽
l
一
校
与
一
レ
竹
。
願
言
長
作
二
歳
寒
期
一
。

④
頼
拙
傭
吾
成
一
後
事
。
休
居
幸
免
二
□
時
疑
一
。
薫
炉
苔
生
招
レ
人
共
。

蒲
薦
松
林
留
レ
客
遅
。
工
部
惟
応
レ
憐
一
一
北
晦
一
。
賛
公
甘
欲
レ
孝
l
西
枝
一
。

渓
山
未
レ
尽
二
登
臨
興
一
。
江
海
誰
同
二
汗
漫
期
l
一
。

⑤
平
生
講
レ
学
知
二
天
命
一
。
造
物
小
児
何
用
レ
疑
。
絶
重
病
時
仇
旅
寓
。
荒

村
投
処
且
栖
遅
。
際
レ
空
埜
色
煙
連
レ
草
。
高
レ
夜
稔
声
月
在
レ
技
。
千
載

九
原
如
可
レ
作
。
香
盟
応
下
与
二
達
持
一
期
L
。

ま
ず
第
一
首
目
の
「
帰
期
を
過
ご
す
」
と
い
う
こ
と
ば
に
つ
い
て
。
「
絶
海

が
甲
斐
の
勝
善
寺
に
帰
る
べ
き
期
日
が
過
ぎ
た
」
と
解
す
る
と
、
r
山
梨
県
の

地
名
』
　
（
日
本
歴
史
地
名
大
系
1
9
、
平
凡
社
、
平
七
）
　
の
「
甲
府
市
　
勝
者
寺
」

の
項
に
、
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・
つ
．
′
ん
h
・

接
屋
町
地
区
南
部
に
あ
る
。
太
平
山
と
号
し
、
臨
済
宗
妙
心
寺
派
。
本

尊
は
木
造
釈
迦
如
来
。
嘉
慶
元
年
二
三
八
七
）
　
八
月
一
九
日
の
同
便
の

胎
内
豊
吉
銘
に
よ
れ
ば
、
貞
和
三
年
二
三
四
七
）
頃
に
浄
土
宗
系
寺
院

か
ら
禅
宗
寺
院
に
改
宗
、
無
量
寿
仏
（
阿
弥
陀
仏
）
を
焼
失
し
た
た
め
、

勧
措
比
丘
周
亮
が
僧
俗
男
女
等
に
勧
進
し
て
浄
財
を
集
め
、
大
仏
師
増
光

を
招
い
て
瑞
雲
庵
で
釈
迦
如
来
像
を
造
り
、
勝
善
寺
に
安
置
し
た
。
同
銘

文
に
み
え
る
住
持
比
丘
中
津
は
臨
済
宗
夢
窓
派
の
高
僧
絶
海
中
津
で
、
多

数
の
僧
侶
と
と
も
に
こ
の
仏
像
の
遣
使
計
画
に
深
く
関
係
し
て
い
た
。
銘

文
の
多
く
を
占
め
る
軌
進
に
応
じ
た
者
を
書
上
げ
た
人
名
・
法
名
の
う
ち

法
光
は
武
田
信
成
の
法
名
、
満
春
は
そ
の
子
布
施
満
春
、
頼
武
は
満
春
の

〈
て
了

子
と
考
え
ら
れ
、
武
田
一
族
の
本
尊
造
顕
へ
の
関
与
が
う
か
が
わ
れ
る
。

永
禄
年
中
二
五
五
八
－
七
〇
）
に
天
観
が
中
興
し
た
と
伝
え
る
（
寺
記
）
。

（
下
略
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
九
一
頁
）

と
い
う
記
述
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
甲
斐
に
帰
ら
ね
ば
な
ら
な
い
諸
事
情
の
一
つ

と
し
て
、
同
寺
の
釈
迦
如
来
像
の
遥
像
計
画
が
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
な

お
、
詩
中
に
「
天
上
の
寺
」
と
あ
る
の
は
、
先
に
も
触
れ
た
が
、
古
河
東
畔
－

お
そ
ら
く
は
現
在
の
古
河
市
付
近
に
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
安
国
寺
の
こ
と
で

あ
ろ
う
か
。

一
よ
ぐ
さ

っ
ぎ
に
第
二
首
目
の
「
病
駒
、
但
だ
仰
ぐ
、
新
恩
の
株
。
倦
鶴
、
ま
さ
に
懐

ふ
べ
し
、
旧
宿
の
枝
」
と
い
う
詩
句
に
つ
い
て
。
蔭
木
氏
や
寺
田
氏
も
指
摘
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
、
「
病
駒
」
や
「
倦
鶴
」
は
絶
海
自
身
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、
甲
斐
で
し
た
た
め
ら
れ
た
　
［
法
華
元
章
和
尚
に
与
ふ
る
書
］
　
二
四

九
）
　
に
、（

上
略
）
幸
甚
。
諭
F
及
致
与
二
等
持
法
兄
元
会
上
。
此
老
一
団
和
気
。

似
レ
坐
一
春
風
之
中
一
。
和
尚
与
レ
之
周
旋
。
必
当
二
目
撃
両
道
存
一
。
欺

艶
款
艶
。
多
宝
景
徳
笑
山
無
求
。
亦
時
時
往
来
相
会
否
。
千
里
傾
想
。
西

望
二
徳
星
之
宋
高
巳
。
秋
序
方
レ
抄
。
惟
箕
為
レ
法
白
歯
。
以
副
二
親
祝
一
。

【
注
】
「
元
章
和
尚
」
と
は
元
章
周
郁
、
「
等
持
法
兄
」
と
は
義
堂
周
信
、

「
笑
山
」
と
は
笑
山
周
愈
、
「
無
求
」
と
は
無
求
周
伸
の
こ
と
で
あ
る
。

と
い
う
く
だ
り
が
あ
る
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
辺
境
の
地
と
言
っ
て
も
過

言
で
は
な
い
甲
斐
の
恵
林
寺
に
お
け
る
約
二
年
間
の
住
持
生
活
を
経
て
、
精
神

的
に
も
肉
体
的
に
も
疲
れ
果
て
た
絶
海
が
、
「
旧
宿
」
た
る
京
都
を
恋
し
く
思
　
5
1

い
、
「
新
恩
」
た
る
公
帖
が
発
行
さ
れ
て
そ
こ
に
呼
び
戻
さ
れ
る
こ
と
を
望
ん
ー

で
い
る
、
と
解
釈
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。

第
四
首
目
の
「
休
居
」
と
い
う
語
は
、
『
諸
橋
大
漢
和
辞
典
』
に
は
「
官
職

を
辞
し
て
家
に
居
る
。
致
任
し
て
家
に
居
る
こ
と
」
と
説
明
さ
れ
て
お
り
、

【
1
．
J
－

『
韓
非
子
』
十
過
や
r
商
子
」
墾
令
の
用
例
が
挙
げ
て
あ
る
。
た
と
え
ば
、
前

者
の
用
例
を
見
て
み
る
と
、

昔
者
斉
桓
公
九
二
合
諸
侯
一
、
一
二
匡
天
下
一
、
為
l
竜
伯
長
一
。
管
仲
佐
レ

之
。
管
仲
老
、
不
レ
能
レ
用
レ
事
、
休
l
・
窟
於
家
一
。

と
あ
り
、
斉
の
桓
公
の
補
佐
を
し
て
い
た
管
仲
は
年
老
い
て
、
仕
事
に
堪
え
ら

れ
な
く
な
り
、
家
に
引
き
籠
も
っ
て
休
ん
で
い
る
。
絶
海
は
直
前
に
恵
林
寺
の



住
持
を
辞
し
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
こ
の
語
を
用
い
た
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

第
五
首
目
の
「
学
を
講
じ
て
」
と
い
う
こ
と
ば
に
つ
い
て
、
蔭
木
氏
は
「
修

行
に
励
ん
で
」
　
（
r
蕉
堅
藁
全
注
h
、
二
五
頁
）
　
と
訳
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ

は
そ
の
ま
ま
「
学
問
の
講
義
を
し
て
」
と
訳
す
の
が
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

芳
賀
幸
四
郎
氏
r
中
世
禅
林
の
学
問
お
よ
び
文
学
に
関
す
る
研
究
し
　
（
日
本
学

術
振
興
会
、
昭
三
一
）
　
に
よ
る
と
、
当
時
の
禅
僧
が
い
か
に
多
く
の
書
物
－
経

書
・
史
書
、
経
典
・
禅
書
、
詩
文
集
等
－
を
読
み
、
そ
し
て
講
じ
て
い
た
か
が

わ
か
る
。
そ
の
様
相
は
、
た
と
え
ば
義
堂
の
「
日
工
集
」
等
を
見
て
も
、
詳
し

く
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
ち
な
み
に
義
堂
は
、
同
書
に
よ
る
と
、
応
安
元
年

二
三
六
八
〕
八
月
二
日
、
四
十
四
歳
の
時
に
は
じ
め
て
、
諸
子
の
た
め
に
高

（

1

6

一

僧
霊
一
の
詩
を
講
じ
て
い
る
。
こ
こ
で
、
絶
海
の
講
釈
活
動
に
つ
い
て
、
知
ら

れ
て
い
る
範
囲
で
整
理
し
て
み
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

○
廉
暦
二
年
〔
一
三
八
〇
〕
～
永
徳
二
年
〔
二
三
八
二
〕
－
（
学
徒
に
対

し
て
）
　
r
法
華
経
』
『
首
題
輿
望
〓
円
覚
種
』
等
　
［
仏
智
年
譜
・
本

朝
高
僧
伝
］
　
　
（
四
十
五
歳
～
四
十
七
歳
）

○
嘉
慶
二
年
二
三
八
八
〕
正
月
九
日
～
十
九
日
－
（
足
利
義
満
に
対
し

て
）
　
r
金
剛
経
』
　
　
［
仏
智
年
譜
・
翰
林
萌
蕊
集
］
　
　
（
五
十
三
歳
）

○
嘉
慶
二
年
正
月
二
十
三
日
～
晦
日
－
（
渋
川
幸
子
に
対
し
て
）
　
r
円
覚

経
」
　
　
［
仏
智
年
譜
］
　
　
（
五
十
三
歳
）

○
明
徳
四
年
〔
一
三
九
三
〕
夏
－
（
義
満
、
空
谷
明
応
等
に
対
し
て
）

「
首
楊
敢
経
」
　
　
【
仏
智
年
譜
・
翰
林
萌
葱
集
】
　
　
（
五
十
八
歳
）

○
応
永
二
年
〔
二
二
九
五
〕
－
（
義
満
に
対
し
て
）
r
十
牛
図
」
　
　
［
仏

智
年
譜
・
翰
林
萌
葱
集
・
本
朝
高
僧
伝
】
　
　
〓
ハ
十
歳
）

○
応
永
十
年
二
四
〇
三
〕
－
（
足
利
義
持
に
対
し
て
）
　
r
信
心
銘
」

［
勝
定
年
譜
］
　
　
（
六
十
八
歳
）

貞
治
四
年
の
春
に
［
古
河
の
裸
言
　
五
首
］
　
〓
ハ
○
）
を
詠
ん
だ
と
す
る
と
、

こ
の
時
、
絶
海
は
三
十
歳
で
あ
る
。
ま
た
永
徳
三
年
の
春
に
詠
ん
だ
と
す
る
と
、

絶
海
は
四
十
八
歳
で
あ
る
。
絶
海
が
ど
の
よ
う
な
書
物
に
関
す
る
講
義
を
行
な

っ
た
の
か
、
今
と
な
っ
て
は
知
る
由
も
な
い
が
、
少
な
く
と
も
自
ら
を
「
活
狂
」

と
評
し
た
三
十
歳
の
時
に
　
（
講
釈
の
）
　
講
師
を
勤
め
る
こ
と
は
到
底
考
え
に
く

い
。
蔭
木
氏
も
こ
の
こ
と
を
考
慮
し
て
、
前
掲
の
よ
う
な
解
釈
を
さ
れ
た
の
か

も
知
れ
な
い
。
同
様
の
こ
と
は
、
同
じ
く
第
五
首
日
の
「
天
命
を
知
る
」
と
い

う
こ
と
ば
に
つ
い
て
も
言
え
る
。
「
天
命
を
知
る
」
と
は
、
天
か
ら
自
分
に
与

え
ら
れ
た
使
命
、
乃
至
は
天
か
ら
人
間
に
与
え
ら
れ
た
運
命
を
素
直
に
受
容
す

る
ー
そ
れ
は
自
己
の
生
き
方
に
迷
い
、
感
情
の
動
揺
に
身
を
任
せ
、
人
生
に
絶

望
し
て
の
諦
め
で
は
な
く
、
言
わ
ば
、
自
己
の
運
命
を
明
ら
か
に
し
、
自
己
の

生
き
方
を
自
分
な
り
に
位
置
づ
け
、
自
己
の
生
き
る
べ
き
道
を
自
覚
す
る
こ
と

で
あ
る
と
思
う
。
こ
う
し
た
生
き
方
は
、
「
清
狂
」
と
い
う
心
境
と
は
対
極
的

な
も
の
と
言
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
「
論
語
」
為
政
第
二
に
「
五
十
に
し

て
天
命
を
知
る
」
と
あ
る
よ
う
に
、
三
十
歳
と
い
う
若
さ
で
到
達
し
得
る
境
地

で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

全
体
的
に
こ
の
五
首
の
詩
の
ト
ー
ン
は
暗
い
も
の
の
、
こ
の
一
連
の
作
に
詠
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ま
れ
て
い
る
季
節
は
、
春
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

四
r
薫
堅
藁
」
七
言
律
詩
の
配
列
順
序

r
窯
堅
藁
」
は
絶
海
の
生
前
に
著
わ
さ
れ
た
も
の
な
の
で
、
絶
海
自
ら
に
よ

l
l

－
）

っ
て
厳
選
さ
れ
、
推
敲
を
重
ね
ら
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
（
入
夫
氏
、
蔭
木
氏
等
）
。

た
と
え
ば
七
言
律
詩
（
二
十
三
番
詩
～
六
十
八
番
詩
）
を
見
て
も
、
中
国
で
の

作
（
二
十
三
番
詩
～
四
十
六
番
詩
）
、
九
州
で
の
作
（
四
十
七
番
詩
～
五
十
二

番
詩
）
、
京
都
で
の
作
（
五
十
三
番
詩
～
五
十
九
番
詩
）
と
そ
の
配
列
が
き
ち

ん
と
整
理
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
わ
た
く
L
は
、
絶
海
は
、
永
徳
二
年
十
一
月

に
甲
斐
の
古
心
林
寺
を
退
い
て
、
翌
三
年
五
月
に
同
国
の
勝
善
寺
に
入
る
ま
で
の

間
に
再
び
関
東
に
遊
学
し
、
［
古
河
の
裸
言
五
首
］
（
六
〇
）
を
作
成
し
、
そ

れ
ら
の
詩
を
一
括
し
て
、
京
都
で
の
作
の
後
に
置
い
た
と
考
え
る
の
で
あ
る
が
、

六
十
一
番
詩
以
降
の
七
言
律
詩
の
詠
作
状
況
は
、
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

ま
ず
六
十
二
番
詩
を
見
て
み
る
。

六
二
次
レ
韻
答
二
笹
太
初
見
一
レ
寄
二
首
太
初
時
在
二
小
山
一

①
書
開
高
駕
此
重
還
。
避
近
何
時
慰
二
嬰
別
一
。
別
夢
依
々
迷
二
夜
月
一
。
孤

憤
耽
々
惜
二
春
天
一
。
軍
産
河
上
無
二
来
客
一
。
桂
樹
小
山
多
二
隠
賢
一
。
強

擬
三
臨
レ
風
歌
二
伐
木
一
。
詩
篇
未
レ
得
レ
共
二
芳
廷
一
。

②
憺
昨
逢
二
君
相
水
辺
一
。
粂
如
三
璃
樹
倍
二
風
前
一
。
千
釣
筆
力
堪
レ
江
レ
鼎
。

万
丈
文
光
欲
レ
戴
レ
天
。
陶
陸
応
二
吾
蓮
社
輩
一
。
山
王
不
二
是
竹
林
賢
一
。

只
今
室
超
人
遼
遠
。
灯
火
難
レ
同
二
一
夕
華
。

【
注
】
「
蛋
太
初
」
に
つ
い
て
は
、
一
山
一
事
－
雪
村
友
梅
－
大
浦
宗
澗
－

叔
英
宗
楢
の
法
統
を
承
け
た
太
初
真
峯
の
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
年

代
的
に
合
致
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
玉
村
氏
も
、
r
五
山
禅
僧
伝
記
集

成
」
の
な
か
で
、
「
太
初
真
峯
」
の
頃
と
は
別
に
、
「
太
初
口
肇
」
の
頃

を
設
け
て
お
ら
れ
る
。

詩
竃
の
下
の
自
注
に
「
太
初
、
時
に
小
山
に
在
り
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、

「
小
山
」
と
は
栃
木
県
小
山
市
の
こ
と
で
、
古
河
か
ら
非
常
に
近
い
距
離
に
あ

る
。
当
時
、
こ
こ
に
は
諸
山
に
列
せ
ら
れ
た
青
原
山
大
昌
寺
（
現
在
は
廃
寺
。

「
中
世
禅
宗
史
の
研
究
し
、
二
四
一
頁
参
照
）
が
あ
っ
た
。
第
一
首
日
に
「
孤
懐
、

h
ム

耽
々
と
し
て
春
天
に
侍
る
」
と
い
う
旬
が
あ
り
、
季
節
も
春
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

六
十
二
番
詩
は
関
東
（
古
河
周
辺
）
　
で
の
作
で
あ
る
。
六
十
番
詩
と
六
十
二
番

詩
の
間
に
位
置
す
る
　
［
諒
信
元
の
至
る
を
喜
ぶ
］
　
（
六
一
）
も
ま
た
、
関
東

（
古
河
周
辺
か
）
　
で
の
作
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
蔭
木
氏
も
「
脚
韻
か
ら
推

測
す
る
と
、
や
は
り
古
河
で
の
作
品
で
あ
ろ
う
」
（
柑
堅
藁
全
注
し
、
一
一
七

頁
）
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
「
春
風
、
暖
か
に
動
く
、
徳
錦
の
草
」
と
い
う
詩

句
が
あ
り
、
季
節
は
春
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
六
十
三
番
詩
を
見
て
み
る
。

六
三
　
次
二
韻
壷
隠
亭
一

語
生
多
是
口
談
レ
天
。
壷
隠
高
人
愛
レ
説
レ
禅
。
竹
径
遊
レ
僧
鳴
レ
履
出
。

林
草
道
レ
客
枕
レ
書
眠
。
花
吹
二
征
雪
二
香
浮
レ
座
。
署
起
二
雷
雲
一
春
動
レ
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艶
。
還
似
退
蔵
機
末
レ
密
。
巳
観
文
彩
瑛
二
時
賢
一
。

関
東
に
在
住
し
て
い
た
義
堂
の
完
工
華
集
』
巻
第
八
に
も
［
留
二
題
能
里
居

士
壷
隠
亭
一
二
首
］
と
い
う
詩
が
あ
り
、
こ
の
詩
と
同
－
の
脚
韻
が
用
い
ら

れ
て
い
る
。

留
二
題
能
斐
居
士
壷
隠
亭
一
二
首

占
二
得
壷
公
小
隠
天
一
。
新
開
二
埜
築
一
寄
二
逃
禅
一
。
三
春
不
レ
作
一
重
別

■
一

酔
一
。
六
月
偏
宜
二
竹
下
眠
一
。
毎
対
二
高
僧
車
一
白
慶
一
。
還
嫌
三
俗
客

・
華
青
野
。
疎
鐘
細
磐
他
年
約
。
準
二
擬
栽
レ
蓮
十
八
賢
㌔

憑
レ
聞
挙
レ
目
妙
二
青
天
一
。
取
レ
楽
何
曾
在
二
四
禅
㌔
客
散
克
龍
楼
上
臥
。

吟
除
司
馬
酔
中
眠
。
竹
陰
避
レ
暑
凪
吹
レ
帽
。
梅
畔
尋
レ
春
雪
酒
レ
乾
。
不
レ

得
二
休
官
一
林
下
去
。
高
風
巳
見
二
一
人
革
。

こ
れ
は
諸
注
の
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
同
じ
く
『
空
華
集
』
巻
第
一

に
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
詩
が
あ
る
。

苦
レ
熱
。
有
レ
慎
一
示
山
竹
間
壷
隠
亭
千
㌔

作
レ
此
寄
二
主
人
能
受
居
士
一

三
界
炎
炎
火
一
団
。
就
レ
中
誰
復
得
一
癖
安
一
。
壷
公
随
処
天
如
レ
許
。
一

掃
横
眠
万
竹
寒
。

詩
題
に
「
苦
レ
熱
。
有
レ
傾
二
小
山
竹
問
責
隠
亭
子
こ
と
あ
る
こ
と
か
ら
、

「
壷
隠
亭
」
が
小
山
に
存
在
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
周
囲
に
は
竹
薮
が
生
い

む
か

茂
っ
て
い
た
ら
し
く
、
r
薙
竪
竺
六
十
三
番
詩
に
は
「
竹
径
に
憎
を
蓮
へ
て

く
つ属

を
鳴
ら
し
て
出
で
」
、
F
空
車
集
」
に
は
「
六
月
偏
宜
二
竹
下
眠
一
」
「
竹
陰
避
レ

暑
風
吹
レ
帽
」
「
l
棉
横
眠
万
竹
寒
」
と
い
う
表
現
が
見
ら
れ
る
。
と
、
い
う
こ

と
は
、
こ
の
六
十
三
番
詩
も
関
東
（
古
河
周
辺
）
で
の
作
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

季
節
も
春
で
あ
る
。
な
お
、
「
能
受
居
士
」
に
つ
い
て
は
、
関
東
武
士
で
は
な

か
ろ
う
か
と
す
る
説
も
あ
る
　
（
『
蕉
堅
藁
全
注
し
、
一
二
〇
頁
）
。

六
十
四
番
詩
以
降
も
、
六
十
八
番
詩
ま
で
七
言
律
詩
が
並
ん
で
い
る
。

六
四
．
次
二
韻
栢
樹
心
一

老
屋
醇
條
万
境
空
。
箸
前
鈴
語
響
丁
東
。
髪
結
嗟
二
我
茎
々
自
一
。
文
錨

観
二
君
欄
々
紅
一
。
汗
漫
遊
期
畢
海
上
一
。
風
流
王
謝
出
も
中
l
・
。
欲
下

将
二
拙
語
海
中
高
唱
士
。
一
詠
時
号
二
万
鍍
風
」
。

六
五
　
送
一
一
松
上
人
帰
一
恕
州
一

東
風
望
有
給
陽
城
。
可
レ
忍
忽
々
此
送
レ
行
。
暁
渚
鳴
レ
鞭
逢
l
一
路
熟
一
。

晴
江
解
レ
視
超
二
潮
平
㌔
原
惜
春
浅
穂
鶴
急
。
山
意
雪
残
鴻
眉
驚
。
安

得
二
海
天
霞
片
々
㌔
為
レ
君
我
作
二
錆
衣
撃
。

六
六
　
送
二
端
介
然
上
一
レ
京

ハ新．

男
児
志
気
如
レ
君
少
。
欲
下
蹄
五
言
ア
叩
中
常
闇
上
。
碧
海
霞
随
二
金
錫
一

転
。
瑞
京
日
瑛
一
一
錦
柚
一
温
。
仲
霊
書
奏
天
顔
近
。
大
覚
詔
帰
師
道
尊
。

白
髪
回
レ
頭
江
上
客
。
鵬
程
九
万
畢
薩
賽
一
。

【
注
】
「
端
介
然
」
と
は
介
然
中
端
の
こ
と
で
あ
る
。

六
七
　
送
二
復
無
巳
帰
一
レ
京

肝
胆
相
知
二
十
年
。
壮
図
共
著
祖
生
鞭
。
暮
容
鎗
レ
我
客
天
外
。
高
歩
羨
レ

君
朝
日
辺
。
御
苑
桃
花
紅
蹴
レ
雨
。
官
街
柳
色
緑
勺
レ
欄
。
長
安
如
有
二
故
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人
間
一
。
自
首
垂
二
論
碧
海
前
一
。

六
八
　
寄
二
宥
寛
伸
一

我
朋
寛
仲
今
詞
伯
。
感
二
此
棒
々
意
気
全
㍉
蛇
吼
二
匝
中
寺
戟
獄
。
鸞

回
二
筆
下
去
雲
腰
。
小
斎
蛍
雪
愁
同
レ
案
。
上
苑
鴬
花
酔
共
レ
延
。
巳
央

無
レ
由
レ
夢
二
往
事
一
。
想
君
尚
箪
二
作
レ
詩
肩
一
。

六
十
六
番
詩
と
六
十
七
番
詩
が
京
都
で
の
作
で
は
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

る
。
わ
た
く
L
は
、
六
十
四
番
詩
～
六
十
八
番
詩
も
ま
た
、
関
東
（
お
も
に
鎌

倉
周
辺
）
　
で
の
作
で
は
な
い
か
、
と
考
え
て
い
る
。
旧
交
を
温
め
る
た
め
に
再

び
関
東
に
赴
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
古
河
周
辺
で
の
作
の
み
と
い
う
の
は
不

自
然
で
は
な
か
ろ
う
か
。
絶
海
が
老
年
期
を
迎
え
て
、
都
か
ら
遠
く
離
れ
た
海

の
ほ
と
り
で
生
活
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
た
と
え
ば
六
十
四
番
詩
の
「
髪

な
げ

練
、
我
が
茎
々
の
白
き
を
嗟
き
」
、
六
十
六
番
詩
の
「
碧
海
の
霞
は
金
錫
に
随

か
う
ぺ

ひ
て
転
じ
」
や
「
白
髪
、
頭
を
回
ら
す
、
江
上
の
客
」
、
六
十
七
番
詩
の
「
長

い
と

安
、
も
し
故
人
の
間
ふ
有
ら
ば
、
自
首
、
編
を
碧
海
の
前
に
垂
る
、
と
」
等
の

表
現
か
ら
も
推
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
季
節
は
、
六
十
五
番
詩
、
六
十
六
番

詩
、
六
十
七
番
詩
、
い
ず
れ
も
春
で
あ
る
。
六
十
四
番
詩
と
六
十
八
番
詩
の
季

節
は
わ
か
ら
な
い
。

寺
田
透
氏
は
、
『
義
堂
周
信
・
絶
海
中
津
』
　
（
日
本
詩
人
選
2
4
、
筑
摩
書
房
、

昭
五
二
）
　
の
な
か
で
、
六
十
五
番
詩
に
つ
い
て
は
、
「
東
風
、
望
沓
た
り
、
総

陽
城
」
と
い
う
詩
句
に
注
目
し
て
、
「
そ
う
す
る
と
総
州
を
東
と
言
っ
て
い
る

の
を
根
拠
に
、
作
者
が
す
で
に
西
帰
し
、
さ
ら
に
四
国
に
「
逃
道
」
　
の
の
ち
作

っ
た
も
の
と
見
ら
れ
よ
う
。
総
陽
が
海
路
の
か
な
た
に
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
一

点
か
ら
も
絶
海
の
現
在
地
は
甲
州
で
は
な
い
」
　
（
二
五
六
頁
）
と
指
摘
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
六
十
七
番
詩
に
つ
い
て
も
、
「
し
か
し
詩
の
「
長
安
も
し
故
人
の

間
ふ
あ
ら
ば
、
自
首
給
を
垂
る
、
碧
海
の
前
」
と
い
う
旬
か
ら
、
前
作
（
六
十

五
番
詩
、
朝
倉
注
）
同
様
、
至
徳
元
年
二
三
八
四
年
）
以
降
絶
海
が
阿
波
宝

冠
寺
に
あ
っ
た
と
き
の
作
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
」
　
（
二
五
七
頁
）
と
言
わ
れ

て
い
る
。
た
し
か
に
阿
波
は
海
に
面
し
て
い
て
、
上
総
や
下
総
を
東
に
望
ん
で

い
る
が
、
こ
の
地
理
的
条
件
は
、
関
東
（
と
く
に
鎌
倉
周
辺
）
　
に
も
当
て
は
ま

る
。
わ
た
く
L
は
、
こ
の
海
浜
で
の
詠
を
、
六
十
番
詩
か
ら
引
き
続
き
、
関
東

（
お
も
に
鎌
倉
周
辺
）
　
で
の
作
と
考
え
、
六
十
番
詩
～
六
十
八
番
詩
は
す
べ
て
、

絶
海
が
関
東
に
再
遊
し
て
い
る
時
に
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
に
い
た
っ

て
い
る
。

お
　
わ
　
り
　
に

五
山
文
学
は
、
歴
史
学
の
分
野
で
は
、
史
料
と
し
て
頻
繁
に
援
用
さ
れ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
文
学
の
分
野
に
お
い
て
は
、
と
も
す
れ
ば
「
傍
流
の
文
学
」

と
し
て
敬
遠
さ
れ
る
嫌
い
が
あ
る
。
禅
僧
が
抄
者
で
あ
る
「
抄
物
」
は
、
専
ら

国
語
学
の
分
野
で
活
用
さ
れ
て
い
る
。
五
山
文
学
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、

禅
僧
特
有
の
見
方
、
考
え
方
、
感
じ
方
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
よ
う
。

今
回
の
考
察
は
、
絶
海
中
津
に
関
す
る
伝
記
研
究
の
一
環
で
あ
り
、
彼
の
作

品
を
読
み
解
い
て
い
く
上
で
の
、
言
わ
ば
基
礎
研
究
に
あ
た
る
。
今
後
は
、
絶
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海
の
生
涯
に
注
目
し
つ
つ
も
、
『
蕉
堅
藁
】
の
詩
文
（
と
く
に
七
言
律
詩
以
外
）

の
配
列
に
つ
い
て
も
考
え
、
彼
の
作
品
世
界
へ
入
っ
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

【
注
】

（
1
）
「
仏
如
目
先
l
譜
」
の
巻
末
に
は
「
応
永
三
十
年
契
卯
秋
八
月
r
l
小
帥
妙
祈
挟
」
と
あ
り
、

講
評
は
「
妙
析
」
を
「
妙
祁
」
の
誤
り
と
見
な
し
て
、
同
年
詔
の
撰
者
を
叔
京
妙
祁
と

し
て
い
る
が
、
わ
た
く
L
は
、
そ
の
意
見
に
打
肯
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
拙
稿
「
絶

海
中
津
年
譜
来
（
ニ
ー
r
仏
知
日
広
照
浄
印
瑚
聖
国
師
咋
訝
し
の
再
検
討
⊥
（
r
古
代

中
世
国
文
学
」
第
十
三
号
所
収
）
参
出
面
。

（
2
）
引
川
は
r
五
山
文
学
全
集
」
箪
一
巻
、
作
品
番
号
は
正
木
英
雄
氏
r
推
…
堅
藁
仝
注
」

（
清
文
堂
、
平
一
〇
）
に
よ
る
。
返
り
点
は
蔭
木
氏
・
前
掲
彗
入
夫
義
需
氏
校
注
r
五

両
文
学
葉
」
（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
4
8
、
…
石
波
背
輿
望
一
）
、
梶
谷
宗
忍
氏
r
蕪
堅

華
果
咋
謂
」
（
相
国
寺
、
昭
五
〇
）
等
を
参
考
に
し
て
、
私
に
施
し
た
。

（
3
）
r
仏
智
在
・
譜
」
康
磨
二
年
条
に
、

二
年
庚
申
。
帥
歳
四
十
五
歳
。
幕
赤
絵
氏
将
二
法
羊
咄
レ
師
。
挙
一
級
裏
佐
公
一

代
レ
之
。
秋
以
一
也
挙
用
二
法
甲
斐
州
托
徳
血
i
l
r
林
相
手
。
九
月
初
一
二
日
就
二
亀

山
中
書
仙
華
受
鞄
十
月
八
日
入
党
凡
庫
詭
帥
川
里
。
有
名
之
英
無
毒
。

守
屋
殆
乎
撫
レ
所
レ
容
U
師
不
レ
m
レ
之
。
孜
孜
誘
腋
也
。
学
徒
参
叩
。
柿
宴
鎗
昭

請
而
講
二
法
華
枕
厳
日
光
等
一
。
描
来
聴
衆
汎
溢
毛
菰
帥
旺
化
梅
二
輿
丁
此
一
発

【
注
】
「
汝
小
林
佐
公
」
と
は
汝
塞
妙
佐
の
こ
と
で
あ
る
。

と
あ
る
。

（
4
）
「
日
工
集
」
応
安
四
年
十
月
十
五
日
灸
に
、

十
月
十
五
日
、
余
応
二
上
杉
兵
邦
語
公
請
一
、
印
二
刺
於
鎌
倉
城
北
一
、
名
目
丁
一

報
思
謹
l

甲
、
山
称
二
両
革
、
Ⅲ
レ
雅
演
黒
鉱
、
余
先
試
把
レ
輿
間
レ
土
二
下
、

人
二
籠
中
元
後
、
万
態
耶
一
運
搬
一
次
、

【
注
】
「
上
杉
兵
部
誰
公
」
と
は
上
杉
能
恵
の
こ
と
で
あ
る
。

と
あ
る
。

（
5
）
r
鎌
倉
九
代
後
記
」
（
r
改
定
史
新
生
覧
」
第
五
冊
所
収
）
の
「
応
安
」
の
現
に
は
、

同
四
年
十
月
、
報
恩
寺
供
養
、
上
杉
能
患
執
行
ス
、
養
父
伊
豆
守
重
能
、
去
建
武

二
年
建
立
ニ
ヨ
リ
テ
也
、

と
い
う
記
述
が
あ
り
、
建
武
二
年
〔
二
一
三
五
〕
に
、
報
恩
寺
の
前
身
と
な
る
寺
が
、

間
束
管
領
上
杉
能
憲
の
養
父
貌
能
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
し
、

「
日
工
竺
応
塞
ハ
年
〔
一
三
七
三
〕
十
月
一
目
条
に
「
雑
恩
寺
今
号
二
南
陽
山
元
也
」

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
同
寺
の
両
日
T
が
袖
陽
山
と
称
さ
れ
た
の
は
応
安
四
年
以
後
の
こ
と

で
あ
ろ
う
。

（
6
）
引
川
は
来
＝
小
大
学
史
料
編
纂
所
舶
「
臥
雲
口
件
録
抜
尤
」
（
大
口
本
吉
記
録
、
川
れ
波
専

店
、
昭
三
六
）
に
よ
る
。
返
り
点
は
私
に
施
し
た
。

（
7
）
r
夢
窓
車
甚
心
宗
普
済
国
師
碑
銘
J
は
r
競
粁
評
類
従
」
第
九
机
下
「
伝
部
」
に
収
め

ら
れ
て
お
り
、
そ
の
解
題
（
「
群
弛
‖
解
題
－
第
四
下
所
収
、
玉
村
氏
執
筆
）
に
は
、
以
下

の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

（
上
略
）
こ
の
碑
銘
は
、
良
治
五
年
（
一
三
六
六
）
夢
窓
の
門
人
義
党
周
信
二

・
b
．
ヽ
．
1

三
二
五
－
一
三
八
八
）
が
、
日
子
（
作
文
の
豪
打
を
筒
粂
油
日
に
し
た
日
録
）
を
人

肌
す
る
同
日
の
絶
海
中
津
二
三
二
六
－
一
四
〇
五
）
に
託
し
、
ひ
そ
か
に
ニ
ー
1
時

随
一
の
文
h
案
漣
に
撰
文
を
依
頼
せ
し
め
た
が
、
当
時
倭
適
等
の
こ
と
か
ら
、
明

の
‖
日
本
に
対
す
る
感
情
が
悪
化
し
、
宋
漣
は
、
こ
れ
を
柑
っ
て
、
撰
文
が
延
引
さ

れ
て
い
た
。
絶
海
は
、
応
安
六
年
（
洪
武
六
年
）
来
朝
し
て
棉
明
し
た
天
ム
〓
倍
加

逸
克
助
（
の
ち
還
俗
し
て
華
克
助
と
い
い
、
宰
相
と
な
る
）
を
介
し
て
来
漣
に
そ

の
こ
と
を
催
促
し
た
。
よ
っ
て
渋
武
八
年
（
永
和
元
年
、
一
三
七
五
）
、
来
漣
は

そ
の
文
を
製
し
た
。
し
か
し
永
く
こ
の
文
は
日
本
に
持
帰
ら
れ
な
か
っ
た
。
応
永

十
一
年
二
四
〇
四
）
、
追
別
使
と
し
て
入
明
し
た
明
室
梵
尭
（
乱
淋
の
弟
子
）

が
帰
朝
す
る
際
に
、
出
発
の
前
口
、
名
を
書
け
な
い
あ
る
者
が
、
夜
中
に
旅
鮪
を 56



お
と
づ
れ
、
宋
液
か
ら
遺
嘱
さ
れ
四
十
年
来
秘
蔵
し
て
好
梗
を
待
っ
た
と
い
っ
て

こ
の
碑
銘
を
手
渡
し
た
の
で
、
別
室
は
こ
れ
を
日
本
に
脅
し
か
え
っ
た
。
の
ち
、

絶
海
の
法
孫
古
邦
慧
淳
が
、
土
佐
か
ら
巨
石
を
運
ん
で
、
三
会
院
に
、
こ
の
碑
文

を
刻
し
て
建
て
よ
う
と
企
て
た
が
、
運
賃
が
か
さ
む
の
で
、
そ
の
ま
ま
中
止
に
な

っ
た
。
（
下
略
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
五
〇
裏

百
工
逆
の
巻
末
に
は
、
碑
文
将
来
の
由
来
記
が
付
さ
れ
て
お
り
、
右
の
解
説
は
そ

れ
に
よ
っ
て
い
る
。

（
8
）
引
用
は
r
五
山
文
学
新
色
第
一
巻
に
よ
る
。
返
り
点
は
私
に
施
し
た
。

（
9
）
梯
川
の
作
品
で
「
束
人
」
と
い
う
語
を
確
認
し
て
み
る
。

I
　
（
上
略
）
紋
日
、
子
願
即
天
下
願
也
、
不
二
井
然
一
乎
、
照
一
此
集
中
掛
レ
名
者
一
、

桃
源
為
レ
首
、
而
骨
子
故
人
也
、
巳
知
二
子
華
手
、
整
‖
二
予
言
一
可
也
、
興
口
保

見
レ
記
省
レ
弓
鶉
将
三
再
遊
赴
二
束
人
之
約
一
、
欲
レ
留
レ
之
、
害
レ
得
平
、
与
二

其
旧
業
従
毎
一
黍
離
一
、
親
三
若
随
処
野
宿
二
乗
下
　
共
意
亦
筆
、
業
知
レ
名

声
敬
l
一
此
人
一
、
江
山
為
レ
助
、
果
待
二
此
華
、
愛
敬
二
后
叙
一
、
拒
而
不
レ
允
、

末
如
レ
之
何
、
〒
略
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
r
小
補
来
遊
処
し
后
叙
）

t
注
】
「
桃
源
」
と
は
桃
源
瑞
仙
の
こ
と
で
あ
る
。

Ⅲ
　
拝
別
以
来
、
日
久
歳
探
、
伏
惟
、
尊
候
万
福
、
景
絵
報
レ
梗
而
来
、
一
咲
祈
レ
喝

所
以
作
一
血
統
一
也
、
高
駕
入
レ
束
、
々
人
骨
劇
朝
化
一
、
錐
レ
失
l
初
此
一
、
両
翼

於
彼
一
、
欺
警
々
、
〒
略
）
　
　
　
（
r
京
花
里
［
与
二
九
万
旦
蔓

【
注
〓
策
徐
」
と
は
且
㍑
徐
周
麟
二
九
万
里
」
と
は
万
里
集
九
の
こ
と
で
あ
る
。

：
の
文
事
は
、
r
小
榔
来
遊
盤
の
後
序
か
ら
の
抜
粋
で
あ
る
。
r
小
補
来
遊
盟
は
、

横
川
が
応
仁
の
乱
を
避
け
て
、
東
方
の
地
近
江
に
遊
ん
だ
時
に
詠
ん
だ
作
品
を
収
め
た

も
の
で
、
そ
の
序
文
は
、
楢
川
の
文
学
上
の
師
に
あ
た
る
瑞
渓
周
鳳
〔
三
元
一
～
一

四
七
三
〕
が
記
し
て
い
る
（
「
五
山
文
学
新
集
」
第
一
巻
・
解
題
）
。
同
序
に
よ
る
と
、

応
仁
二
年
〔
一
四
六
八
〕
夏
、
一
旦
、
近
江
か
ら
京
都
に
戻
っ
た
梯
川
は
、
東
山
ム
盛

灯
の
穴
湘
院
で
帥
見
龍
淵
本
珠
と
の
再
会
を
果
た
し
た
後
、
北
岩
蔵
の
慈
雲
庵
に
隠
棲

し
て
い
た
瑞
渓
の
許
を
訪
れ
、
r
小
祁
束
遊
里
の
序
を
請
い
受
け
た
。
瑞
渓
は
、
相
川

の
突
然
の
来
訪
を
詑
‖
び
、
再
び
近
江
に
帰
る
こ
と
を
快
く
思
わ
な
か
っ
た
が
、
親
友
桃

源
瑞
仙
二
四
三
〇
～
八
九
〕
が
横
川
の
帰
り
を
待
っ
て
い
た
の
で
、
や
む
な
く
東
帰

を
許
し
た
と
い
う
。
「
翼
将
三
再
遊
赴
二
束
人
之
約
一
、
欲
レ
留
レ
之
、
…
苛
レ
得
手
」
－

こ
の
場
合
の
「
束
人
」
は
近
江
の
人
、
＝
狂
的
に
亭
っ
と
、
桃
源
あ
る
い
は
外
珊
箸
の

小
倉
粟
港
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
か
、
と
思
わ
れ
る
。
彼
ら
と
の
約
束
は
、
r
小
袖
来
遊

後
竺
所
収
の
［
劇
l
桃
華
詩
井
序
］
に
よ
る
と
、
百
余
白
の
間
に
近
江
に
戻
る
こ
と

だ
っ
た
。

Ⅲ
の
文
章
は
、
楢
川
が
万
上
ー
里
集
九
〔
一
四
二
八
～
一
五
〇
七
？
〕
に
宛
て
た
悲
間
の

二
郎
で
あ
る
。
同
曲
H
に
は
「
少
霊
・
桃
源
今
川
亡
」
と
い
う
く
だ
り
が
あ
る
。
少
雲
丑

に
つ
い
て
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、
桃
源
の
没
年
は
延
徳
元
年
〔
一
四
八
九
〕
十
月
二

十
八
日
の
こ
と
な
の
で
（
r
蔭
掠
軒
日
録
」
等
）
、
「
廿
国
難
入
レ
翼
々
人
骨
服
二
共
化
こ

と
い
う
く
だ
り
は
、
文
明
十
七
年
〔
一
四
八
五
〕
、
万
里
が
太
田
遺
激
〔
一
四
三
二
～
八

六
〕
に
招
か
れ
て
江
戸
に
遊
ん
だ
こ
と
を
述
べ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
万
里
は
、
東
達

す
る
前
か
ら
、
遺
激
や
上
杉
克
正
を
は
じ
め
と
し
た
関
東
の
武
将
た
ち
と
交
流
が
あ
り
、

来
遊
し
て
か
ら
も
、
遺
瀧
が
主
催
す
る
詩
歌
会
に
出
席
し
た
り
、
遺
港
の
伯
父
に
あ
た

る
叔
悦
祥
帰
に
請
わ
れ
て
黄
山
谷
詩
の
講
義
を
し
た
り
し
て
い
る
。
中
川
徳
之
助
氏

r
万
里
集
九
二
人
物
品
賀
吉
川
弘
文
館
、
平
九
）
参
照
。
こ
の
場
合
の
「
米
人
」
は

関
東
の
人
皇
思
昧
し
て
い
る
、
と
わ
た
く
L
は
解
し
て
い
る
。
な
お
、
景
徐
用
麟
二

四
四
〇
上
五
一
八
〕
の
r
翰
林
荊
正
集
」
第
十
四
所
収
の
［
腱
苑
院
殿
百
年
己
産
屋

散
説
］
に
は
「
（
上
略
）
吾
細
築
レ
培
受
レ
戒
者
三
処
、
其
一
老
筑
之
親
告
、
使
二
千
酉

人
一
也
、
共
二
者
和
之
東
大
、
使
二
千
・
－
1
人
も
、
聖
者
野
之
薬
師
、
梗
二
千
束
人
一
也
、

迫
二
乎
延
磨
戒
培
之
典
一
、
両
野
之
薬
師
廃
突
、
故
東
人
骨
忍
二
路
華
畢
比
叡
壇
一
考

歳
々
為
レ
移
也
、
〒
略
）
」
や
、
「
（
上
略
）
伝
聞
前
年
円
党
寺
有
二
霊
火
事
一
、
一
日

石
二
物
降
丁
目
レ
天
、
祝
レ
之
則
舎
利
也
、
米
人
至
レ
此
老
害
レ
之
、
将
レ
信
レ
然
乎
、
不
レ

倍
レ
然
平
、
京
師
鎌
倉
兄
弟
之
固
也
、
（
下
略
）
」
と
い
う
文
事
が
あ
る
こ
と
を
付
記
し
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て
お
く
。

（
1
0
）
引
川
は
辻
井
之
助
氏
「
空
華
白
川
工
夫
略
生
し
　
（
太
洋
社
、
昭
一
四
）
に
よ
る
。
返
り

点
は
蔭
本
氏
r
訓
注
　
空
華
白
川
工
夫
略
集
」
　
（
思
文
閣
出
版
、
昭
五
七
）
を
参
老
に
し

て
、
私
に
施
し
た
。

（
‖
）
引
用
は
r
大
正
新
修
大
蔵
経
」
第
八
十
巻
「
続
諸
宗
部
」
に
よ
る
。
返
り
点
は
同
紙
U

を
参
考
に
し
て
、
私
に
施
し
た
。

（
1
2
）
全
文
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

空
　
送
三
人
之
二
相
野

西
州
雉
レ
好
戦
鵬
彗
千
里
相
陽
帰
興
長
。
衣
械
由
レ
花
光
二
目
撃
。
叩
持
濾
レ

水
掛
二
秒
華
。
禅
心
憤
レ
石
海
大
月
。
登
‖
菌
敵
将
略
用
到
‖
諸
昆
如
問
レ
挟
。

倦
懐
不
レ
似
二
此
‖
清
華
。

（
り
）
中
国
文
学
に
お
け
る
川
例
を
見
て
み
る
と
、
た
と
え
ば
杜
柏
の
［
壮
遊
］
と
い
う
詩

に
、

（
上
略
）
放
萬
斉
拙
間
。
袋
最
強
清
狂
。
春
歌
二
進
台
上
一
。
冬
劇
一
専
蒙
二

呼
レ
鷹
早
碑
林
。
迷
レ
根
薫
宗
点
間
。
射
レ
飛
曾
縦
レ
控
。
引
レ
…
日
華
駕
的
一
。
就
役

拠
レ
鞍
喜
。
忽
如
レ
携
二
葛
嬰
。
（
下
略
）

（
四
部
叢
刊
所
収
本
。
返
り
古
…
は
鈴
木
虎
雄
氏
註
解
「
牡
庸
全
詩
集
」
（
口

本
国
火
‖
セ
ン
タ
ー
、
昭
互
二
）
を
参
考
に
し
て
、
私
に
施
し
た
）

と
あ
る
。
二
十
四
故
の
時
、
郷
貢
生
と
し
て
受
験
の
た
め
に
郎
（
長
安
）
　
へ
送
り
目
さ

れ
た
杜
再
は
、
あ
い
に
く
落
第
し
て
し
ま
う
。
そ
し
て
、
そ
の
帰
り
が
け
に
斤
題
の
地

方
（
山
東
省
と
山
西
省
）
　
に
気
櫨
に
遊
び
、
軽
装
肥
帰
、
す
こ
ぶ
る
清
狂
の
態
を
尽
く

す
こ
と
、
か
れ
こ
れ
八
、
九
年
に
も
渡
っ
た
と
い
う
。
「
春
歌
二
蓑
台
上
こ
以
下
に
記

さ
れ
て
い
る
祉
市
の
行
動
は
、
甚
だ
常
軌
を
逸
し
て
い
る
が
、
自
ら
が
意
図
し
て
破
天

荒
に
振
舞
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
被
の
H
念
（
主
振
）
　
の
よ
う
な
も
の
が
見
え
隠
れ
す

る
。
朴
苗
の
［
遣
レ
興
　
五
且
の
う
ち
の
一
首
に
、
飲
中
八
酒
仙
の
一
人
で
あ
る
㌫
知

事
を
詠
じ
て
、
「
封
公
雅
呉
語
。
在
レ
位
常
清
狂
（
下
略
）
」
と
あ
る
。
ま
た
、
同
じ
く
鉦

甫
の
［
追
レ
悶
旦
一
路
十
九
謝
日
華
】
と
い
う
詩
に
「
（
上
略
）
晩
節
漸
於
二
詩
建
一
細
。

誰
家
数
去
椚
杯
兜
。
唯
訳
酔
愛
活
狂
等
二
真
重
刑
喋
‖
菜
レ
周
」
、
睦
瀞
の
【
赴
二
成
郎
一

法
レ
舟
自
≒
泉
亘
瀧
H
H
一
。
課
以
三
明
年
下
二
三
峡
こ
と
い
う
詩
に
「
詩
洒
活
壁
一

十
年
。
又
摩
二
病
華
看
二
西
川
一
。
（
下
略
）
」
、
兄
補
之
の
［
次
二
川
振
著
作
文
潜
一
。

飲
二
王
舎
人
才
元
華
。
時
坐
＃
戸
部
季
尚
函
公
択
。
光
禄
文
少
卿
周
喝
大
理
杜
少
鋤

惹
早
。
黄
著
作
魯
蛙
と
い
う
詩
に
「
（
上
略
）
新
改
聴
二
恭
子
一
。
不
レ
飲
亦
活
狂
」
と

詠
じ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
「
清
祉
」
と
い
う
語
に
「
消
」
が
間
わ
っ
て
く
る
の
も
、
竹

林
で
酒
を
飲
み
、
琴
を
弾
じ
て
、
清
談
を
行
な
っ
た
と
い
う
「
竹
林
の
七
賢
」
の
ご
と

く
、
俗
胱
間
か
ら
逸
脱
し
っ
つ
も
、
自
己
の
信
念
（
主
張
）
を
賞
き
通
そ
う
と
す
る
強

靭
な
粕
神
力
が
そ
こ
に
介
在
し
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

翻
っ
て
わ
が
匪
l
の
五
－
＝
文
学
に
お
け
る
用
例
を
見
て
み
る
と
、
今
の
と
こ
ろ
、
以
下

に
挙
げ
た
五
例
し
か
見
付
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

○
梅
什
批
‖
堂
巧
琴
楢
引
レ
肌
長
。
残
季
従
二
爛
酔
㍉
万
事
転
清
狂
。
日
的
深
慮
レ

幌
。
赤
蹟
半
抽
レ
残
君
恩
猶
到
レ
此
。
一
板
茸
l
軸
忘
一
。

（
買
蔀
衰
吟
二
大
的
⊥
l
居
士
紀
公
植
竹
湘
＝
堂
詩
］
）

○
琉
璃
浄
潔
柱
徽
璽
一
曲
山
川
舞
一
敏
光
l
。
若
使
二
無
紋
華
一
別
調
一
。
応
三
相

‥
小
六
新
二
清
狂
一
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
r
済
北
逆
［
琴
］
）

○
秋
風
鼓
特
発
一
清
華
。
墾
場
分
笑
一
喝
識
柁
仇
米
華
一
粟
革
。
玄
沙
‖
ハ
目
元

謝
三
郎
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
了
幻
竺
［
弟
一
戯
劇
一
】
一

〇
酔
帰
砲
袖
氾
二
香
華
。
芸
例
題
レ
詩
彩
筆
新
。
英
レ
怪
清
征
畔
愛
レ
噂
珠
頭
長

葉
二
壷
奄
　
　
　
　
（
「
雲
門
一
曲
〓
謹
次
二
日
新
政
庵
上
人
見
レ
示
旦
l
】
）

○
（
上
略
）
天
隠
也
考
票
上
l
者
之
所
二
日
而
山
一
也
。
友
祉
所
レ
称
。
所
レ
華
一
於

公
一
之
者
。
北
在
レ
藁
欺
。
或
玩
。
或
荷
。
以
官
二
千
朝
一
。
或
遊
。
或
処
。
以
託
二

子
情
l
沼
狂
迫
U
一
。
或
柄
杓
戎
悟
空
或
卜
笈
。
戎
医
報
以
彙
一
千
捕
門
j
I
I
華
。

隠
之
巧
者
也
。
或
腿
仙
。
戎
卓
行
。
或
佳
二
塗
捷
草
。
以
耕
一
釣
牧
ナ
樵
南
山

之
紬
北
山
之
北
一
。
隠
之
識
者
。
詭
者
也
。
挿
入
隠
者
也
。
（
下
略
）
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（
r
業
鏡
台
」
［
天
隠
字
叙
】
）

「
凪
匹
は
一
休
宗
純
〔
一
三
九
四
l
四
八
こ
を
形
容
す
る
語
と
し
て
有
名
で

あ
る
が
、
「
清
狂
」
は
五
山
の
詩
文
で
あ
ま
り
見
受
け
ら
れ
な
い
語
で
あ
る
。
五
山
文
学

に
お
け
る
意
味
・
用
法
も
、
中
国
文
学
に
お
け
る
そ
れ
と
変
わ
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
。

（
1
4
）
引
用
は
百
納
本
一
二
⊥
四
史
所
収
本
に
よ
る
。
〈
　
〉
内
は
割
注
を
示
す
。
返
り
点
は
私

に
施
し
た
。

（
1
5
）
引
用
は
四
部
叢
刊
所
収
本
に
よ
る
。
返
り
点
は
竹
内
照
夫
氏
校
注
r
韓
非
子
j
上

（
新
釈
漢
文
大
系
日
、
明
治
轄
院
、
撃
一
五
）
を
参
考
に
し
て
、
私
に
施
し
た
。

（
1
6
）
r
日
工
処
し
応
安
元
年
八
月
二
日
条
に
、

八
月
二
日
、
わ
二
諸
子
講
l
寓
整
空
詩
一
、
按
霊
二
、
僧
伝
所
望
章
二
也
、

三
一
者
会
稽
讐
・
関
川
健
一
・
慶
雲
霊
一
也
、

と
あ
る
。

（
1
7
）
r
蕪
竪
巴
に
収
め
ら
れ
て
い
な
い
詩
が
、
他
者
に
見
受
け
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

○
建
仁
寺
両
足
院
歳
r
東
海
橘
井
蛙
二
絶
句
）
」

漫
事
二
芭
華

幻
啓
従
来
不
二
自
持
一
。
区
々
保
爾
復
胡
為
。
票
未
≡
必
留
二
千
華
。
大
小
秋

風
一
任
レ
吹
。謝

＝
人
事
一
推
苗
一

遠
抹
二
葉
ザ
為
レ
我
分
。
先
梢
寓
薄
万
里
寄
秋
来
若
布
二
㍍
眠
雨
－
。
一
法
小

心
却
恨
レ
君
。破

衣

百
結
懸
鵠
肩
上
垂
。
春
風
幾
度
着
心
吹
。
七
零
八
落
似
二
何
処
一
。
窓
外
芭
蕉
秋

T
f
h
す
〇

一
L
イ
n
け

竹
之
賛

薫
々
竹
窒
此
只
管
凪
影
参
差
年
毎
原
。
追
想
退
勧
耽
二
埜
趣
一
。
溝
阿
椚
畝
塵
一

高
堂
一
。

○
苗
華
若
木
詩
抄
」
（
抄
文
は
省
略
す
る
）

釣
台

生
来
不
レ
説
l
刊
興
亡
一
。
風
雨
蓑
衣
両
壁
筍
具
∪
二
査
花
深
処
夢
一
。
一
竿
釣

莫
レ
到
二
文
王
一
。

惜
レ
春

万
般
春
色
弟
成
レ
空
。
多
少
燕
化
暮
雨
中
。
黄
鳥
数
声
人
寂
々
。
柳
絡
無
レ
ヵ
レ

繋
二
東
風
一
。

O
 
r
翰
林
五
姐
集
j
巻
第
四
十
八

両
蟻
障
子
一
一
骨

懸
日
間
元
全
盛
時
。
鞋
削
春
レ
詔
舞
二
椎
や
。
訳
恩
〓
少
蟻
寓
語
。
沙
苑
晩
凪

吹
一
転
華
。

伯
楽
軋
レ
逢
蟻
易
レ
塗
風
射
㌫
宗
為
レ
誹
璽
一
鵬
騎
山
長
鰍
華
十
二
天
開

陳
∵
北
龍
．
。両

春
江
西
過
録
懲
タ
。
四
前
面
扉
碧
南
。
位
相
捷
々
賽
氾
華
。
果
宥
－
一
訪

客
策
レ
‰
米
一
。

こ
れ
ら
の
詩
が
ど
の
よ
う
な
経
緯
を
緯
て
他
曲
目
に
収
め
ら
れ
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い

が
、
r
椎
…
竪
兇
二
桁
時
に
除
か
れ
た
作
目
輿
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
だ
ろ
う
。

※
引
用
本
文
に
つ
い
て
は
、
旧
字
体
や
異
体
字
を
私
に
改
め
た
箇
所
が
あ
る
。

【
付
記
】

本
稿
は
平
成
十
年
度
広
島
大
学
竪
川
国
文
学
会
秋
季
研
究
埠
会
丁
工
月
二
上
∴
‖
）
に
お

け
る
口
頭
発
表
を
加
箪
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。

」
あ
さ
く
ら
・
ひ
と
し
、
太
宰
大
学
院
川
上
課
仕
け
川
在
与
－
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